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1. 令和4年3月期第1四半期の連結業績（令和3年4月1日～令和3年6月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

4年3月期第1四半期 3,028 ― △387 ― △387 ― △275 ―

3年3月期第1四半期 3,223 △28.4 △309 ― △308 ― △195 ―

（注）包括利益 4年3月期第1四半期　　△274百万円 （―％） 3年3月期第1四半期　　△195百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

4年3月期第1四半期 △72.97 ―

3年3月期第1四半期 △51.61 ―

（注）「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　令和２年３月31日）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用しており、令和４年３月期第１四
半期に係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となっており、対前年同四半期増減率は記載しておりません。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

4年3月期第1四半期 16,390 11,628 70.9

3年3月期 17,441 12,039 69.0

（参考）自己資本 4年3月期第1四半期 11,628百万円 3年3月期 12,039百万円

（注）「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　令和２年３月31日）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用しており、令和４年３月期第１四
半期に係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となっております。

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

3年3月期 ― 0.00 ― 40.00 40.00

4年3月期 ―

4年3月期（予想） 0.00 ― 40.00 40.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 令和 4年 3月期の連結業績予想（令和 3年 4月 1日～令和 4年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 15,200 ― 670 ― 670 ― 540 ― 142.80

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

（注）当社は年次での業務管理を行っておりますので、第２四半期（累計）の連結業績予想の記載を省略しています。また、令和４年３月期の期首より「収益認識
に関する会計基準」（企業会計基準第29号）等を適用するため、上記の連結業績予想は当該会計基準等を適用した後の金額となっており、対前期増減率は記
載しておりません。



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

詳細は、添付資料８ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（3）四半期連結財務諸表に関する注記事項（四半期連結財務諸表の作成に特有の会

計処理の適用）」をご覧ください。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

詳細は、添付資料８ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（3）四半期連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）」をご覧ください。

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 4年3月期1Q 3,935,000 株 3年3月期 3,935,000 株

② 期末自己株式数 4年3月期1Q 153,453 株 3年3月期 153,453 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 4年3月期1Q 3,781,547 株 3年3月期1Q 3,781,575 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々
な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、添付資料３ページ「１．
当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当社グループは、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 令和２年３月31日。以下「収益認識基

準」という。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用しております。この結果、前第１四半期連結累計期

間と収益の会計処理が異なることから、以下経営成績に関する説明において増減額及び前年同期比（％）を記載せ

ずに説明しております。

 当第１四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、国内外における新型コロナウイルス感染症の再拡大に伴

い、依然として訪日外国人の回復は見込めない状況が続いております。また、「まん延防止等重点措置」及び「緊

急事態宣言」の再発出、期限の延長により、経済活動の制約等による消費マインドの冷え込みに加え、店舗での対

面サービスの減少においても改善が見通せない状況となっております。現在もなお、国内外における新型コロナウ

イルス感染症拡大は続いており、先行き不透明な状況となっております。

 このような状況の下、当第１四半期連結累計期間の当社グループ連結売上高は、3,028,627千円となりました。

 本年度も昨年度に引続き、特定の地域エリアでの広告戦略の最適化、ＴＶＣＭ・ネット広告・プロモーションを

行ってきております。品目別売上の基礎化粧品は2,138,437千円、メイクアップ化粧品は203,472千円、トイレタリ

ーは108,770千円、栄養補助食品・雑貨等は555,758千円となりました。

 販売ルート別売上では、通信販売が1,722,818千円、百貨店向卸売は274,475千円、その他卸売932,870千円、直

営店98,436千円となりました。

 売上原価は、972,287千円となりました。販売費及び一般管理費は、広告宣伝・販売促進費が949,064千円、その

他経費が1,494,552千円、合計で2,443,616千円となりました。

 これらの結果、営業損失は387,277千円、経常損失は387,606千円、法人税等調整額△95,961千円を計上した結

果、親会社株主に帰属する四半期純損失は275,927千円となっております。なお、収益認識基準等の適用により、

当第１四半期連結累計期間の売上高が130,030千円減少、販売費及び一般管理費は125,676千円減少し、営業損失、

経常損失及び税金等調整前四半期純損失がそれぞれ4,353千円増加しております。詳細については、「２．四半期

連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）」をご参照ください。

 

 品目別売上                                      （単位：千円）

区分

前第１四半期連結累計期間 

（自 令和２年４月１日 

  至 令和２年６月30日） 

当第１四半期連結累計期間 

（自 令和３年４月１日 

  至 令和３年６月30日） 
増減額 増減率 

金額 構成比 金額 構成比

化粧品

    ％   ％   ％

基礎化粧品 2,222,933 69.0  2,138,437 70.6 － －

メイクアップ化粧品 215,040 6.7  203,472 6.7 － －

トイレタリー 157,560 4.9  108,770 3.6 － －

その他（注）１ 34,043 1.0  22,162 0.7 － －

小計 2,629,576 81.6  2,472,843 81.6 － －

栄養補助食品・雑貨等 593,739 18.4  555,758 18.4 － －

化粧品・栄養補助食品等 小計 3,223,316 100.0  3,028,601 100.0 － －

その他（注）２ 161 0.0  25 0.0 － －

合計 3,223,478 100.0  3,028,627 100.0 － －

（注）１．期間を限定して提供するキャンペーンセット品等が主なものです。

２．カルチャーセンター等の売上が主なものです。

３．「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 令和２年３月31日）等を当第１四半期連結会計

期間の期首から適用しており、当第１四半期連結累計期間については、当該会計基準等を適用した後

の数値となっており、増減額及び増減率は記載しておりません。

４．上記の金額には、消費税等は含まれていません。
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 販売ルート別売上                                   （単位：千円）

区分

前第１四半期連結累計期間 

（自 令和２年４月１日 

  至 令和２年６月30日） 

当第１四半期連結累計期間 

（自 令和３年４月１日 

  至 令和３年６月30日） 
増減額 増減率 

金額 構成比 金額 構成比

販 売

ルート

    ％   ％   ％

通信販売 1,906,028 59.1  1,722,818 56.9 － －

百貨店向卸売 231,770 7.2  274,475 9.1 － －

その他卸売 977,806 30.3  932,870 30.8 － －

直営店 107,712 3.4  98,436 3.2 － －

合計 3,223,316 100.0  3,028,601 100.0 － －

（注）１．上記の合計表は、「品目別売上」の「化粧品・栄養補助食品等 小計」売上に対して記載しています。

２．「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 令和２年３月31日）等を当第１四半期連結会計

期間の期首から適用しており、当第１四半期連結累計期間については、当該会計基準等を適用した後

の数値となっており、増減額及び増減率は記載しておりません。

３．上記の金額には、消費税等は含まれていません。

 

（２）財政状態に関する説明

  （資産）

 流動資産は、前連結会計年度末に比較して987,298千円減少し、10,326,273千円となりました。これは主とし

て、現金及び預金、売掛金、商品及び製品が減少したことによるものです。

 固定資産は、前連結会計年度末に比較して63,257千円減少し、6,064,232千円となりました。これは主として、

繰延税金資産が増加したものの、有形固定資産及びソフトウエアが減価償却により減少したことによるものです。

  （負債）

 流動負債は、前連結会計年度末に比較して554,302千円減少し、2,898,350千円となりました。これは主として、

未払金が増加したのに対し、短期借入金の返済により減少したことによるものです。

 固定負債は、前連結会計年度末に比較して85,750千円減少し、1,863,585千円となりました。これは主として、

長期借入金の返済により減少したことによるものです。

  （純資産）

 純資産は、前連結会計年度末に比較して410,501千円減少し、11,628,569千円となりました。これは主として利

益剰余金が減少したことによるものです。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 令和４年３月期の業績予想につきましては、令和３年５月11日に公表しました連結業績予想に変更はありませ

ん。なお、新型コロナウイルス感染症の影響は続くものの、当下期には穏やかに回復するとの仮定を置き連結業績

予想を行っております。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(令和３年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(令和３年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 5,663,626 4,939,084 

売掛金 1,226,822 1,143,644 

商品及び製品 2,094,760 1,762,938 

仕掛品 25,932 20,414 

原材料及び貯蔵品 1,913,729 2,065,125 

その他 415,131 421,874 

貸倒引当金 △26,432 △26,807 

流動資産合計 11,313,571 10,326,273 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 5,064,079 5,065,939 

減価償却累計額 △2,430,007 △2,475,377 

建物及び構築物（純額） 2,634,072 2,590,562 

機械装置及び運搬具 2,020,298 1,973,126 

減価償却累計額 △1,487,024 △1,484,516 

機械装置及び運搬具（純額） 533,274 488,610 

工具、器具及び備品 1,241,086 1,245,874 

減価償却累計額 △978,404 △1,001,739 

工具、器具及び備品（純額） 262,682 244,134 

土地 1,573,134 1,573,134 

有形固定資産合計 5,003,164 4,896,441 

無形固定資産    

ソフトウエア 479,698 421,586 

その他 42,601 38,907 

無形固定資産合計 522,300 460,493 

投資その他の資産    

投資有価証券 5,307 5,364 

繰延税金資産 205,048 310,615 

差入保証金 352,737 350,122 

その他 38,931 41,194 

投資その他の資産合計 602,024 707,296 

固定資産合計 6,127,489 6,064,232 

資産合計 17,441,060 16,390,505 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(令和３年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(令和３年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

買掛金 310,258 341,289 

短期借入金 1,100,000 300,000 

１年内返済予定の長期借入金 905,982 874,035 

未払金 662,539 947,313 

未払法人税等 34,033 8,359 

未払消費税等 83,740 49,676 

契約負債 － 247,730 

ポイント引当金 256,611 － 

その他 99,488 129,945 

流動負債合計 3,452,653 2,898,350 

固定負債    

長期借入金 1,913,691 1,803,023 

その他 35,645 60,562 

固定負債合計 1,949,336 1,863,585 

負債合計 5,401,989 4,761,935 

純資産の部    

株主資本    

資本金 696,450 696,450 

資本剰余金 812,570 812,570 

利益剰余金 11,662,635 11,250,922 

自己株式 △1,135,878 △1,135,878 

株主資本合計 12,035,776 11,624,063 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 667 707 

為替換算調整勘定 2,626 3,799 

その他の包括利益累計額合計 3,294 4,506 

純資産合計 12,039,071 11,628,569 

負債純資産合計 17,441,060 16,390,505 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 令和２年４月１日 

 至 令和２年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 令和３年４月１日 
 至 令和３年６月30日) 

売上高 3,223,478 3,028,627 

売上原価 915,513 972,287 

売上総利益 2,307,965 2,056,339 

販売費及び一般管理費 2,617,190 2,443,616 

営業損失（△） △309,225 △387,277 

営業外収益    

受取利息 10 10 

受取配当金 84 84 

受取賃貸料 639 207 

還付加算金 575 633 

その他 1,265 1,315 

営業外収益合計 2,575 2,251 

営業外費用    

支払利息 1,530 2,091 

その他 215 489 

営業外費用合計 1,745 2,580 

経常損失（△） △308,395 △387,606 

特別利益    

固定資産売却益 27,677 1,973 

助成金収入 ※１ 111,488 ※１ 29,561 

特別利益合計 139,165 31,535 

特別損失    

固定資産除却損 － 894 

臨時休業による損失 ※２ 132,184 ※２ 25,368 

特別損失合計 132,184 26,263 

税金等調整前四半期純損失（△） △301,414 △382,334 

法人税、住民税及び事業税 11,758 △10,444 

法人税等調整額 △118,007 △95,961 

法人税等合計 △106,248 △106,406 

四半期純損失（△） △195,165 △275,927 

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △195,165 △275,927 

 

- 6 -

㈱ハーバー研究所（4925）令和４年３月期　第１四半期決算短信



（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 令和２年４月１日 

 至 令和２年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 令和３年４月１日 
 至 令和３年６月30日) 

四半期純損失（△） △195,165 △275,927 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 87 39 

為替換算調整勘定 △428 1,172 

その他の包括利益合計 △341 1,212 

四半期包括利益 △195,507 △274,715 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 △195,507 △274,715 

非支配株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算） 

 一部の連結子会社においては、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効

果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しています。

 

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用） 

 「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 令和２年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点

で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。これによる

主な変更点は以下のとおりです。

 

（１）純額による収益認識 

 ポイント利用による売上について、従来は総額を収益として認識し、値引額を販売促進費として計上しておりま

したが、純額で収益を認識することとしております。

（２）ポイント

 売上時に付与したポイントについては、従来は未利用分をポイント引当金として計上しておりましたが、付与し

たポイントは顧客に対する履行義務と認識し、契約負債を計上し、顧客がポイントを値引として使用したときに売

上高に振り替えております。

 

 収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、当第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当第１四半

期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。ただし、収

益認識会計基準第86項に定める方法を適用し、当第１四半期連結会計期間の期首より前までに従前の取扱いに従っ

てほとんどすべての収益の額を認識した契約に、新たな会計方針を遡及適用しておりません。また、収益認識会計

基準第86項また書き(1)に定める方法を適用し、当第１四半期連結会計期間の期首より前までに行われた契約変更

について、すべての契約変更を反映した後の契約条件に基づき、会計処理を行い、その累積的影響額を当第１四半

期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減しております。

 この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高が130,030千円減少し、販売費及び一般管理費は125,676千円減少

し、営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期純損失がそれぞれ4,353千円増加しております。また、利益剰余

金の当期首残高は15,475千円増加しております。

 

（時価の算定に関する会計基準等の適用） 

 「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号  令和元年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号  令和元年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準

等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表に与える

影響はありません。
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（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響に関する会計上の見積り）

 当第１四半期連結累計期間は、新型コロナウイルス感染再拡大に伴う「まん延防止等重点措置」及び「緊急事態

宣言」の再発出、期限の延長により、経済活動の制約による消費マインドの冷え込み等の影響を受けております

が、ワクチン接種対応等による経済活動の改善を想定し、当下期には穏やかに回復するとの仮定を置き、会計上の

見積りを行っております。

 しかしながら、新型コロナウイルス感染拡大による影響は依然として不確実性が高く、経済環境等への影響によ

り当社の事業環境に変化が生じた場合には、将来において損失が発生する場合があります。

 

（四半期連結損益計算書関係）

 ※１ 助成金収入 

    雇用調整助成金（新型コロナウイルス感染症の影響に伴う特例）であります。 

 

 ※２ 臨時休業による損失 

 新型コロナウイルス感染症に対する政府、地方自治体からの各種要請等により、百貨店、ショッピングセン

ター等の臨時休業が行われております。これに伴う店舗の臨時休業期間中に発生した固定費（人件費、減価償

却費等）を特別損失として計上しております。 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自令和２年４月１日 至令和２年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自 

令和３年４月１日 至令和３年６月30日）

 当社グループは、化粧品事業の単一セグメントであるため、記載を省略しています。
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